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論 文 内 容 の 要 旨

【目的1

冠動脈の起始 ・分岐異常に関しての調査研究が諸外国では数多 くあるが,CT画 像を用いた邦人におけ

る幾何学的な情報を含む解剖学的調査報告はほとんど無い,本 研究はマルチスライスCT(MDCT)に よっ

て得 られた三次元画像を用い,邦 人の冠動脈起始異常の発現率およびその分岐形態の幾何学的情報につい

て解剖学的に調査した.

【方法】

64列MDCTを 用いて心電図同期下で実施された造影CT画 像から,画 像解析用ワークステーションを

用いて冠動脈のボリュームレンダリング画像(VR)お よび任意断面再構成画像(MPR)を 作成 し,左 右

冠動脈の分岐状態を視覚的に調査 した.冠 動脈起始部の開口部の幾何学的形状解析は,左 右冠動脈起始部

で冠動脈の走行に並行したMPRを 用いて,分 岐角度および分岐位置を測定した.冠 動脈の幾何学的形状

について,左 右および男女別で有意差をt検 定によって統計的に検討した.

【結果】

分岐異常を有 した症例は1,053例 中,高 位起始症例が0例,左 前下行枝と左回旋枝が分離して起始する

症例が8例(0.755%),右 冠動脈が左冠尖から分岐する症例が6例(0.570%)の 合計14例(1,330%)認

められた.正 常分岐症例のみにおける冠動脈の分岐角度は,左 冠動脈に比べ右冠動脈が有意に鈍角で,左

右冠動脈間の分離角度は1399° ±17.3離れて分岐してお り,男 女間では有意差は無かった.Valsalva洞 底

部か ら冠動脈起始部 までの距離は,左 冠動脈(10.84mm±2.80)に 比べ右冠動脈(11.94mmま3.05)の 方

が有意に高い位置で分岐し,男 女間では左右冠動脈とも男性の方が高い位置で分岐していた.

【考察】

MDCTを 用いた検査は低侵襲的であり,ス クリーニング法としての利用 も可能である。冠動脈造影

(CAG)と 本法での異常分岐の出現率が異なる要因として,CAGは 侵襲的な検査のため,検 査対象が症

状のある症例に集中する傾向があると推測される.MDCTは スクリーニング検査としても施行されてい

るため,CAGに 比べて幅広い検査適応があり,CAGよ り全成人に対する異常症例の発現率および分岐

形態に近いと考えられる,CT装 置では体軸方向の分解能は0.5-0.6mmと 測定精度が高 く,形 態を観察

するには大変有用である.被 ばくと造影剤使用 という欠点が存在するが,MDCTに よる心電同期撮影お

よび画像再構成法を用いたCTCAは,冠 動脈疾患に関しても形態診断と有用な情報を提供する.

【結謝

本研究により,邦 人におけるMDCTを 用いた冠動脈の起始異常の発現率および開口部起始位置の幾何

学的形態を明らかにした.形 態調査は,冠 動脈の手術計画などの臨床応用や解剖学教育などの基礎医学へ

展開することができ,臨 床画像診断,教 育上重要である.
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
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